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① 日本の成育分野の疾患の研究の基盤となる研究 

② 診断、治療及び予防法の開発に関する研究 

③ 発症機序や病態の解明等を行う研究 

④ 診断や治療のための基準の開発等に関する研究 

⑤ 患児・者の QOL 向上に結びつく研究 

⑥ 研究的視点や技術をもつ医療従事者を育てるための研究 

（プロトコル作成のフィージビリティー研究） 

⑦ 政策提言に結びつく研究 

 

成果の概要 

【目的】 

大学 AROや他の NCにおける社会実装に向けた取り組みや体制について調査し、他機関の事例

を踏まえ、成育医療分野に係るセンター内の医療シーズをより効率的に社会実装するための体

制構築・強化を図ることを目的とする。 

【結果】 

・他の５か所の NCに対して、知財・産学連携の管理体制、取組などのヒアリングを実施し

た。 

・2人体制となったことで、担当シーズの役割分担を行った。具体的には、臨床・病院案件、

基礎・研究所案件の担当とした。 

・特許の出願、維持に費用を負担している成育単独ないしはアカデミア同士の共同出願特許の

整理を実施した。特に、導出先企業が見つかっておらず、成育から発明者が移転している特許

に関しては、放棄あるいは研究者の移動先機関への権利移転を図った。 

・特許管理の効率化を図るため、クラウド型のデータベースを試験導入した。 

 

 


